
秋
季
学
位
記
授
与
式・入
学
式

留
学
生
別
科
修
了
式 

挙
行

　

８
月
１
日
、
応
用
化
学
棟
（
Ｅ
24
棟
）
が
１
年
余
り
の
工
期
を
経
て

完
成
し
、
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
２
０
１
８
年
度
の
学
部
学
科
改

編
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
基
幹
工
学
部
応
用
化
学
科
の
関
連
施
設
が
集
約

さ
れ
、
新
た
な
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
棟
の
完
成
に
よ
り
、

学
部
学
科
改
編
に
関
わ
る
全
施
設
の
整
備
計
画
が
完
了
し
た
。

　

９
月
20
日
９
時
30
分
よ

り
、
14
号
館
会
議
室
に
お
い

て
秋
季
学
位
記
授
与
式
、
留

学
生
別
科
修
了
証
書
授
与
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
工
学
部

86
名
、
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
１
名
、
同
後

期
課
程
１
名
、
留
学
生
別
科

８
名
の
修
了
生
に
対
し
学
位

記
、
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。
成
田
健
一
学
長
は
告
辞

で
、
ネ
ッ
ト
検
索
技
術
の
発

達
に
よ
り
個
々
に
最
適
化
さ

れ
た
情
報
の
み

が
与
え
ら
れ
、

創
造
性
や
革
新

性
が
阻
害
さ
れ

る
フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ブ
ル
問
題
に

懸
念
を
示
し

「
溢
れ
る
情
報

に
溺
れ
、
流
さ

れ
て
い
な
い

か
。
今
一
度
、

自
ら
の
情
報
に

対
す
る
姿
勢
を

振
り
返
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
へ

と
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
次
い
で

柳
澤
章
理
事
長
に
よ
る
祝

辞
、
木
村
英
雄
後
援
会
長
な

ら
び
に
土
井
嘉
豊
工
友
会
長

か
ら
の
記
念
品
贈
呈
へ
と
進

行
。
全
員
の
校
歌
斉
唱
で
式

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
正
午
よ
り
、
秋
季

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
学

部
へ
の
編
入
８
名
、
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

入
学
１
名
、
留
学
生
別
科
入

学
２
名
が
出
席
。
こ
の
う
ち

10
名
が
中
国
国
籍
を
持
つ
こ

と
を
踏
ま
え
て
柳
澤
理
事
長

は
「
工
業
技
術
は
、
そ
の
国

の
企
業
や
社
会
な
ど
の
構
造

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。

皆
さ
ん
に
は
、
日
本
で
し
か

学
べ
な
い
、
体
験
で
き
な
い

工
学
を
本
学
で
し
っ
か
り
と

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

祝
辞
を
送
っ
た
。

　

１
階
に
最
先
端
の
分
析
機

器
、
合
成
装
置
を
備
え
る

オ
ー
プ
ン
研
究
ス
ペ
ー
ス
、

実
験
室
、
分
析
室
を
設
置
。

２
階
に
は
共
通
教
育
学
群
物

理
系
の
研
究
室
が
移
設
さ

れ
、
応
用
化
学
科
も
利
用
可

能
な
実
験
機
器
を
備
え
た
共

用
実
験
室
を
４
室
配
置
。
３

階
は
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て

い
た
応
用
化
学
科
の
研
究

室
、
学
生
室
、
ゼ
ミ
室
な
ど

が
集
約
さ
れ
た
。
環
境
へ
の

配
慮
か
ら
、
１
階
に
実
験
排

水
用
中
和
装
置
、
屋
上
に
排

気
処
理
装
置
が
備
え
ら
れ
て

い
る
。

　

竣
工
式
は
同
日
11
時
よ
り

同
棟
入
口
前
に
お
い
て
執
り

行
わ
れ
、
本
学
教
職
員
、
設

計
施
工
関
係
者
60
名
が
参
列

し
た
。
成
田
健
一
学
長
は

「
こ
の
建
物
が
完
成
し
た
こ

と
で
、
本
当
の
意
味
で
３
学

部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と

い
え
る
。
今
年
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
応
用
化
学
科

の
志
望
者
に
紹
介
で
き
る
こ

と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
こ
れ
に
間
に
合
う
よ
う

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
施

工
関
係
者
、
学
科
教
員
の
皆

さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
」
と
挨
拶
。
柳
澤
章
理
事

長
、
成
田
健
一
学
長
、
平
野

敏
之
建
設
事
業
専
門
委
員
、

石
本
建
築
事
務
所
の
長
尾
昌

高
社
長
、
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建

設
の
竹
谷
紀
之
社
長
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

内
覧
会
へ
と
続
い
た
。
参
列

者
一
行
は
設
計
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
真
新

し
い
棟
内
を
巡
っ
た
。

　

続
い
て
、
学
友
会
館
に
場

所
を
移
し
、
直
会
が
催
さ
れ

た
。
施
主
挨
拶
に
立
っ
た
柳

澤
章
理
事
長
は
、
設
計
施
工

関
係
者
へ
の
謝
辞
を
述
べ
た

う
え
で
「
大
学
設
立
50
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
に
合
わ

せ
て
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
り

大
工
事
を
進
め
て
き
た
。
こ

の
応
用
化
学
棟
建
設
も
一
連

の
工
事
の
一
つ
で
あ
り
、
こ

れ
で
ひ
と
区
切
り
つ
い
た
と

い
え
る
。今
後
も
引
き
続
き
、

本
学
が
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
も

発
展
し
、
施
設
・
設
備
が
充

実
し
て
い
く
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

９
月
４
日
、
川
口
信
用
金

庫
に
よ
る
寄
附
講
座
「
創
業

の
基
礎
」
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
た
。
同
金
庫
の
木
村
幹
雄

理
事
長
が
来
学
し
、
成
田
学

長
へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

９
年
目
と
な
る
本
講
座
で

は
、
起
業
す
る
為
の
基
礎
を

学
び
、
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
・
事
業
戦
略
・
マ
ー
ケ

　

学
校
法
人
日
本
工
業
大
学
は
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
選
考
の
結
果
、
９
月
26
日

の
理
事
会
に
お
い
て
、
現
職
の
成
田
健
一
学
長
の
再
任
を
決
定
し
た
。

　

任
期
は
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
。

テ
ィ
ン
グ
・
販
売
収
益
計
画

な
ど
、
起
業
に
必
要
と
な
る

多
様
な
ス
キ
ル
を
、
信
用
金

庫
職
員
に
よ
る
活
き
た
事
例

紹
介
に
よ
っ
て
理
解
出
来

る
。
更
に
、
創
業
計
画
や
会

社
設
立
手
続
き
等
の
作
成
・

体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

起
業
の
基
礎
知
識
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
習
得
し
、
将
来
的
に
創

業
・
新
事
業
企
画
等
に
関
す

る
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
本
講
座
は
学

外
に
開
か
れ
た
講
座
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
の
社
会
人
の

参
加
も
可
能
で
あ
る
。
同
金

庫
か
ら
は
寄
附
講
座
以
外
に

も
、
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
協
賛
等
、

本
学
の
起
業
教
育
に
多
大
な

貢
献
を
頂
い
て
い
る
。

　

講
座
は
毎
週
火
曜
日
の
第

３
時
限
に
行
わ
れ
、
同
金
庫

地
域
産
業
支
援
課
の
岸
則
行

課
長
が
講
師
を
務
め
る
ほ

か
、
埼
玉
県
で
活
躍
す
る
起

業
家
や
、
集
客
・
創
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
が
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参
加
す

る
。
学
生
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
実
業
家

か
ら
の「
活
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
」

を
学
習
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
し
て
、
期
待
さ
れ
る
。

応
用
化
学
科
と
物
理
教
育
の
新
た
な
拠
点

エントランス前でのテープカット

木村理事長（右）より成田学長に目録が贈られた

応用化学棟竣工

第
一
線
の
実
業
家
を
講
師
に
招
き

活
き
た
事
例
か
ら
起
業
を
学
ぶ

川
口
信
用
金
庫
寄
附
講
座
贈
呈
式

左上：9月に棟内で行われたオープンキャンパス　左下：利用開始にむけ準備中の実験室　右：応用化学棟外観

成
田
健
一
学
長 

再
任

鉄骨造3階建
建築面積：約2000m2

延床面積：約4600m2

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科
　博士前期課程・博士後期課程
　　＊環境共生システム学専攻
　　＊機械システム工学専攻
　　＊電子情報メディア工学専攻
　　＊建築デザイン学専攻

■2020年度 大学院 社会人特別選抜入試日程

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

日程

出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集
2020年2月12日
〜2月19日

2月26日 3月5日
2020年
3月10日

日本工業大学　2020年度入試日程
［基幹工学部］機械工学科・電気電子通信工学科・応用化学科� ［先進工学部］ロボティクス学科・情報メディア工学科
［建築学部］建築学科（建築コース／生活環境デザインコース）

※　�今年度より完全インターネット出願。
　　�インターネット出願は、12/20（金）より利用

開始！　

【皆さんのチャレンジを待ってます。
一般推薦入試（公募制）、専門高校入試（Ｂ�工業科）】
＜第1期＞
　出 願 期 間：�11/� 1（金）〜11/11（月）
　面 接 日：�11/16（土）本学
　合格発表日：11/28（木）
＜第2期＞
　出 願 期 間：11/29（金）〜12/� 9（月）
　面 接 日：12/14（土）本学
　合格発表日：12/20（金）
＊�各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご
確認ください。

お問い合せ先　入試室　電話：0120-250-267

入試種別 日　　　　程

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/� 6（月）※〜1/22（水） 2/� 3（月）〜2/14（金）

試験日
［東京会場は、神田キャンパス］

1/29（水）本学・東京・郡山・高崎・柏・横浜・名古屋

2/20（木）　本学・東京
1/30（木）本学・東京・水戸・宇都宮・千葉・長野・静岡
1/31（金）本学・東京・仙台・新潟
2/� 1（土）本学・東京

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/� 6（月）※〜1/31（金） 2/� 3（月）〜2/14（金） 2/22（土）〜3/11（水）

AO入試

・AOエントリー入試

・AOコーディネータ入試

第2期 第3期

AOエントリー
入試

エントリー期間 10/31（木）〜11/11（月） 1/24（金）〜2/20（木）
面談日 第1回：11/16（土）・第2回：11/30（土） エントリー受付後に連絡
内定日 12/� 3（火） 3/� 5（木）まで

コーディネータ入試の申込期間 2020年2月17日（月）まで、随時受付
出願期間 12/� 4（水）〜12/10（火） 2/22（土）〜3/11（水）

3月入試
出願期間 � 3/� 2（月）〜� 3/11（水）
試験日と試験会場 � 3/13（金）　本学
合格発表日 � 3/18（水）　10：00

通 信
第 号

http://www.nit.ac.jp

編集・発行
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4年生就活サポーターとの交流会

技
術
の
階
層
構
造

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

と
、
は
じ
め
て
こ
の
概
念
の

重
要
性
を
論
じ
た
経
済
学
者

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
「
新
結

合
」
と
い
う
考
え
方
を
思
い

出
し
ま
す
。
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
は
『
経
済
発
展
の
理

論
』
の
中
で
、「
新
結
合
」

を
新
し
い
財
貨
（
生
産
物
）

や
新
し
い
生
産
方
法
、
新
し

い
販
路
（
市
場
）
の
開
拓
、

原
料
あ
る
い
は
半
製
品
の
新

し
い
供
給
源
の
獲
得
、
新
し

い
組
織
の
実
現
の
五
つ
に
類

型
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
か
否
か

は
論
者
に
よ
っ
て
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
製
品
や

新
生
産
方
法
の
開
発
等
を

「
新
結
合
」
と
い
う
考
え
方

で
捉
え
て
い
る
の
は
、「
技

術
」
の
階
層
構
造
を
踏
ま
え

て
の
発
想
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
技
術
」
は
自
然
が
作

り
出
し
た
も
の
を
取
り
込
み

つ
つ
、
基
本
は
既
存
技
術
を

組
み
合
わ
せ
て
開
発
が
進

み
、
技
術
全
体
が
高
度
に
な

る
と
と
も
に
総
量
も
増
え
て

い
き
ま
す
。

　

鏡
面
加
工
装
置
で
使
わ
れ

て
い
る
研
磨
材
の
中
に
は
、

核
に
食
品
を
用
い
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
砥
粒
を
浸
透
さ
せ
、

練
り
込
ん
で
か
ら
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
施
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
核
に
食
品
を
用

い
る
と
い
う
発
想
が
素
晴
ら

し
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
、
加
工
機
械
で
す
と
様
々

な
既
存
技
術
が
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。

　

削
る
、
接
着
す
る
、
積
層

す
る
等
々
の
生
産
技
術
か
ら

始
ま
っ
て
、
多
く
の
技
術
の

組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
技
術

群
（
シ
ス
テ
ム
）
が
ま
た
新

た
な
技
術
を
生
み
出
し
て
い

く
わ
け
で
す
。
生
産
方
法
に

限
ら
ず
、
既
に
開
発
さ
れ
て

い
る
製
品
や
部
品
群
を
組
み

合
わ
せ
て
新
製
品
開
発
が
な

さ
れ
る
場
合
も
、
各
製
品
・

部
品
の
生
産
に
活
用
さ
れ
て

い
る
技
術
群
を
一
つ
の
技
術

と
考
え
れ
ば
、
階
層
構
造
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

技
術
を
こ
の
よ
う
に
捉
え

る
と
、
仮
に
一
つ
の
技
術
を

一
回
し
か
使
わ
な
い
と
し
て

も
、
ｎ
個
の
技
術
の
組
み
合

わ
せ
は
、
論
理
的
に
は
「
２

の
ｎ
乗-
１
」と
な
り
ま
す
。

R
a

y
K

u
r
z
w

e
il

が

T
e

c
h

n
o

lo
g

ic
a

l 

S
ingularity

の
根
拠
に
し

て
い
る
技
術
の
指
数
関
数
的

成
長
も
歴
史
的
事
実
と
し
て

だ
け
で
な
く
理
解
で
き
ま

す
。

　
「
技
術
と
は
何
か
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
工
学
系

の
各
学
部
・
各
学
科
で
学
ば

れ
て
い
る
皆
さ
ん
な
ら
何
度

か
考
え
て
み
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
、「
科
学
」

と
の
違
い
は
よ
く
論
じ
ら
れ

ま
す
が
、
実
工
学
同
様
、
実

経
営
学
と
し
て
技
術
経
営
を

研
究
し
て
い
る
本
大
学
院
で

は
、
実
践
的
に
「
技
術
と
は

何
か
」
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
技
術
」
そ
の
も
の
の
特
徴

を
明
確
に
す
る
中
か
ら
、

「
技
術
力
」
を
経
営
に
活
か

す
事
業
シ
ス
テ
ム
や
組
織
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

上
述
の
階
層
構
造
も
「
技

術
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
。

　

就
職
支
援
課
で
は
秋
学
期

授
業
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、

３
年
生
へ
の
就
職
支
援
の
一

環
と
し
て
卒
業
研
究
の
配
属

ゼ
ミ
を
対
象
と
し
た
少
人
数

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。

こ
の
狙
い
は
、
こ
れ
か
ら
実

施
す
る
就
職
支
援
行
事
を
確

認
し
出
席
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
理
解
す
る
こ
と
。ま
た
、

今
後
利
用
す
る
「
就
職
シ
ス

テ
ム
」
の
利
用
方
法
を
再
確

認
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
本

番
に
向
か
っ
て
一
緒
に
助
け

合
う
こ
と
に
な
る
配
属
ゼ
ミ

の
仲
間
と
、
実
際
に
就
職
指

導
を
担
当
す
る
学
科
担
当
職

員
が
顔
合
わ
せ
を
す
る
こ
と

で
一
体
感
を
高
め
、
就
職
支

援
課
の
雰
囲
気
を
感
じ
と
っ

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
３
年
生
の
ほ
ぼ
全
員
が

出
席
し
て
お
り
、
学
生
達
の

就
職
活
動
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

秋
学
期
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
１
２
０
社
の
上
場
企
業

を
招
い
て
の
「
業
界
・
業
種

セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月
10
日
と

17
日
の
両
日
曜
に
実
施
す

る
。
最
近
は
、
人
事
担
当
者

だ
け
で
な
く
本
学
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
も
参
加
し
て
先
輩
の
立

場
か
ら
、
実
際
に
携
わ
っ
て

い
る
仕
事
内
容
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
で
、
採
用
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
少
な
く
す
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。

　

売
り
手
市
場
が
続
く
中

で
、
企
業
の
採
用
時
期
は

年
々
早
ま
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
採
用

に
動
き
出
す
企
業
も
少
な
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
企
業
の

動
き
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
学

で
は
、
通
常
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

行
事
に
加
え
、
新
し
い
企
画

と
し
て
「
４
年
生
就
活
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
交
流
会
」
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
10

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
３

日
間
で
は
あ
る
が
、
各
学
科

の
「
後
輩
の
た
め
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
熱
い
思
い
を

持
っ
た
先
輩
方
に
リ
ア
ル
な

就
職
活
動
に
つ
い
て
本
音
で

語
っ
て
も
ら
う
企
画
で
あ

る
。

　

就
職
活
動
は
一
人
で
戦
う

初
め
て
の
孤
独
な
試
練
で
も

あ
る
。
同
じ
思
い
で
戦
い
、

内
定
を
得
た
先
輩
の
体
験
談

か
ら
自
分
た
ち
も
「
や
れ
ば

で
き
る
」
と
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
が
図
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。

　

年
度
末
に
か
け
て
は
、
履

歴
書
の
書
き
方
と
面
接
に
重

点
を
置
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
定
員
限
定
で
実
施
し
て
い

く
。
大
い
に
就
職
支
援
課
を

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

就
職
支
援
情
報

秋
学
期
以
降
の
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

佐
々
木　

勉 

第11回 3D-CAD プロダクトデザインコンテスト

　10月20日、本学で第11回3D-CADプロダクト
デザインコンテストの授賞式が行われた。
　今回から各部門の内容が変更されたにも関わら
ずテーマ部門「身につける機械」46作品（8校）、
自由部門35作品（11校）、SolidWorks部門「動
きのある“おもちゃ”」63作品（13校）の出展があっ
た。授賞式当日は小山啓一氏（元シャープ株式会
社・副参事）の講演、SolidWorks部門入賞作品

全ての造形品が展示された。
　SolidWorks部門の最優秀賞は作品「動く！アノ
マロカリス！！」で200以上の部品によるカム機構の
下での優雅な動きを描いた丹野大嗣さん（宮城県
工業高等学校）、優秀賞は作品「動かして考える
立体迷路」のおもちゃを描いた南実花さん（熊本
県立熊本工業高等学校）が受賞。テーマ部門およ
び自由部門の最優秀賞は該当無しであった。

応募作品総数144点 入賞作品は立体化して展示

各賞 チーム名／氏名 高校名

SolidWorks部門：動きのある“おもちゃ”

最優秀賞 丹野　大嗣 宮城県工業高等学校

優秀賞 南　実花 熊本県立熊本工業高等学校

審査員特別賞 長坂　梨乃 愛知県立鶴城丘高等学校

佳作 三浦　健幹 宮城県気仙沼向洋高等学校

佳作 中野　颯人 長野県松本工業高等学校

佳作 安積　葵羽 東京都立八王子桑志高等学校

各賞 高校名

奨励学校賞 茨城県立つくば工科高等学校

奨励学校賞 群馬県立桐生工業高等学校

奨励学校賞 愛知県立起工業高等学校

各賞 チーム名／氏名 高校名

テーマ部門：身につける機械

最優秀賞 該当無し ―

優秀賞 該当無し ―

審査員特別賞 相河　蓮太 秋田県立大曲工業高等学校

佳作 市塚　毅正 茨城県立つくば工科高等学校

佳作 藤森　和志 長野県岡谷工業高等学校

自由デザイン部門

最優秀賞 該当無し ―

優秀賞 黒ジャンヌ・両儀式
（小山　絢） 秋田県立大曲工業高等学校

審査員特別賞 戸嶋　勇貴 秋田県立大曲工業高等学校

佳作 田上　紘大 岐阜県立高山工業高等学校

佳作 舟木　謙太 島根県立松江工業高等学校

審査結果

審査結果 氏　　　名 高校名 学科・学年
1等 　沖　透吾 広島市立広島工業高等学校 建築科2年

2等 　寺口　佳凜 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

3等 　上原　侑子 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年
審査員賞
（西田司）

〇古井　友規
　山口　勝輝 兵庫県立神戸工業高等学校 建築科3年

審査員賞
（西本真一）　泉田　剛 青森県立弘前工業高等学校 建築科3年

審査員賞
（吉村英孝）　小野　伊織 東京工業大学附属科学技術高等学校 建築デザイン科3年

佳　作 　辻　龍斗 三重県立四日市工業高等学校 建築科3年
佳　作 　関谷　洸星 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年
佳　作 　戸塚　俊汰 静岡県立浜松工業高等学校 建築科3年
佳　作 　上田　大翔 国立豊田工業高等専門学校 建築科2年
佳　作 　田島　鉄也 群馬県立桐生工業高等学校 建築科3年
佳　作 　木村　優希 群馬県立桐生工業高等学校 建築科3年
佳　作 　衛藤　詩織 大分県立鶴崎工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　大槻　翔也 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科1年
奨励賞 　山本　樹璃 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科2年
奨励賞 　片山　美紘 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

審査結果 氏　　　名 高校名 学科・学年
奨励賞 　永田　美羽 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

奨励賞 〇八巻　勇太
　戸倉　直哉 栃木県立真岡工業高等学校 建設科3年

奨励賞 　神野　歩 愛知県立一宮工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　大西　玲衣 大阪市立工芸高等学校 建築デザイン科2年
奨励賞 　緒方　ひらり 大阪市立工芸高等学校 建築デザイン科2年
奨励賞 　杉原　杏実 大阪市立工芸高等学校 建築デザイン科2年
奨励賞 　藤田　大輝 静岡県立浜松工業高等学校 建築科3年

奨励賞 〇橋本　直樹
　佐伯　真命 広島市立広島工業高等学校 建築科2年

奨励賞 　川口　真優 熊本県立翔陽高等学校 総合学科3年
奨励賞 　矢田　そら 三重県立伊勢工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　杉本　颯眞 長崎県立長崎工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　池田　岳 長野県長野工業高等学校 建築科3年

奨励賞 〇堤内　晴海
　廣田　匡喜 大分県立鶴崎工業高等学校 建築科3年

奨励学校賞 ― 福島県立会津工業高等学校 ―
奨励学校賞 ― 大阪市立工芸高等学校 ―

※奨励学校賞：応募多数校� ○印は共同作品の代表者

入賞者

第33回日本工業大学建築設計競技

全国から179作品の応募「ひかりの建築に住む」 
　テーマは「ひかりの建築に住む」。全国から53校、
179作品の応募があった。11月2日から30日までLCセ
ンターで展示され、3日に同センターで授賞式が開催さ
れる。
【審査委員長の講評】
　ひかりの建築を考え、ひかりの状態を考え、ひかりの
魅力を表現することから考える建築に住む。僕たちはこ
んな家を設計できる機会は、なかなか無い。普段は家
という機能から設計をはじめているからだ。今回集まっ
た作品を一覧して、とても刺激的だった。ここには僕た
ちが普段住宅雑誌や建築雑誌で見ている「家」という
枠に収まりきらない作品が、集まっている。光と建築の
有り様に対する作者の思いや眼差しが、建築の可能
性を引き上げていて、正直審査も難航し、僕は手持ち
のシール（投票用）を使いきり、それでも、もっと話を
聞きたい、作者の意図をもっと汲み取りたいと感じた作
品が多かった。こんな探究心が上がる楽しい審査会は
めずらしい。
　応募作品は力作揃いで、光の設計手法の多様さが
発見的な審査会だった。次代の「ひかりの建築」を
考えることは、ここから始まる。今回冊子にまとまることで、是非、光の設計手法を互いに読みあ
い、多様な光の建築をインプットする機会を持ち得てもらいたい。同じ世代に生きる設計者の興味
を知ること（自分との違いを知ること）は、自分の設計を知ること、そしてこれからの建築を考える
ことだから。� 西田司（建築家/オンデザイン）

1等：沖透吾さん（広島市立広島工業高等学校）
の作品

SolidWorks部門最優秀賞作品 授賞式 懇親会で作品の講評
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セ
メ
ン
ト
系
材
料
を

極
短
繊
維
で
高
性
能
化

超
音
波
障
害
物
セ
ン
サ
で

知
能
機
械
の
機
能
を
向
上

プ
レ
ゼ
ン
審
査
で
１
位

ト
マ
ト
の
実
と
花
の
識
別
で

画
像
認
識
精
度
を
改
善

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大
会
２
０
１
９

　

電
気
電
子
通
信
工
学
科
の

平
栗
健
史
教
授
が
７
月
４

日
、
電
子
情
報
通
信
学
会
通

信
方
式
研
究
会
に
お
い
て
通

信
方
式
研
究
会
委
員
長
賞
を

受
賞
し
た
。
受
賞
論
文
名
は

「
無
線
メ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
適
し
た
ド
ロ
ー
ン

編
隊
飛
行
構
成
の
提
案
」。

　

平
栗
研
究
室
で
は
現
在
、

多
数
の
飛
行
ド
ロ
ー
ン
を
中

継
局
と
し
た
大
規
模
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
研

究
開
発
を
進
め
て
い
る
。
論

　

建
築
学
科
の
菊
田
貴
恒
准

教
授
が
７
月
12
日
、
日
本
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
講
演
会
年
次

論
文
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
１
年

（
於
保
研
究
室
）
の
加
藤
亮

祐
さ
ん
が
８
月
21
日
、
電
気

学
会
の
ヤ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア

文
で
は
、
空
中
に
お
け
る
ド

ロ
ー
ン
配
置
の
最
適
化
の
方

法
を
提
案
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
無
線
中

継
伝
送
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
立
体
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
で
き
る
た
め
、
災
害

時
の
簡
易
的
・
即
時
的
な
情

報
伝
達
、
建
物
や
地
形
に
影

響
さ
れ
な
い
広
い
エ
リ
ア
で

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
将

来
的
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
荷

物
だ
け
で
な
く
情
報
も
運

び
、
人
間
が
立
ち
入
れ
な
い

場
所
で
ド
ロ
ー
ン

自
身
が
情
報
収
集

し
な
が
ら
特
定
作

業
を
行
う
と
い
っ

た
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

受
賞
論
文
名
は
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
繊
維
補
強
セ
メ
ン

ト
系
複
合
材
料
の
力
学
特
性

に
及
ぼ
す
極
短
繊
維
の
影

響
」。　

　

建
築
・
土
木

分
野
で
は
、
複

数
の
繊
維
を
混

入
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
繊

維
補
強
セ
メ
ン

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
優
秀
論
文
発
表
賞
を
受
賞

し
た
。
受
賞
論
文
名
は
「
双

方
向
超
音
波
素
子
を
用
い
た

近
距
離
障
害
物
の
検
出
」。

　

超
音
波
を
用

い
た
障
害
物
セ

ン
サ
は
信
号
の

混
信
回
避
の
た

め
送
信
器
と
受

信
器
は
別
に

ト
系
材
料
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
本
研
究
で
は
、
従
来
の

材
料
設
計
で
ほ
と
ん
ど
使
用

さ
れ
て
い
な
い
非
常
に
短
い

繊
維
（
極
短
繊
維
）
を
建
築

材
料
に
複
合
的
に
混
入
し
、

そ
の
効
果
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

極
短
繊
維
と
い
う
新
た
な

補
強
繊
維
の
可
能
性
を
示
し

た
こ
と
で
材
料
設
計
の
幅
が

広
が
り
、
耐
震
性
向
上
や
長

寿
命
化
な
ど
、
高
性
能
な
セ

メ
ン
ト
系
材
料
の
実
現
が
期

待
さ
れ
る
。

な
っ
て
い
る
が
、
本
研
究
で

は
差
分
法
を
用
い
て
混
信
を

防
ぎ
、
超
音
波
振
動
子
１
個

だ
け
で
数
㌢
㍍
の
超
近
距
離

計
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

実
証
し
た
。

　

超
音
波
を
用
い
た
障
害
物

セ
ン
サ
は
既
に
広
範
な
分
野

で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
壁
際
ぎ
り
ぎ
り
の
駐
車
支

援
や
自
走
ロ
ボ
ッ
ト
の
精
密

誘
導
な
ど
、
本
研
究
の
成
果

が
知
能
機
械
の
機
能
性
向
上

に
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

学
生
が
開
発
・
製
作
し
た

小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
走

行
性
能
な
ど
を
競
う
競
技
会

が
８
月
27
日
か
ら
31
日
に
か

け
て
静
岡
県
で
開
催
さ
れ

た
。
機
械
工
学
科
の
学
生
を

中
心
と
す
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

工
房
の
チ
ー
ム
が
毎
年
参
戦

し
て
お
り
、
６
年
連
続
で
全

動
的
競
技
の
完
走
を
果
た
し

た
。

　

今
年
は
総
合
順
位
こ
そ
98

チ
ー
ム
中
21
位
と
振
る
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
車
両
を
製

造
販
売
す
る
企
画

を
立
案
し
、
企
業

に
売
り
込
む
能
力

を
競
う
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

で
１
位
、
コ
ス
ト

審
査
で
３
位
を
獲

得
。
さ
ら
に
は
コ

ス
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
軽
量
化
の
評
価
ポ
イ
ン

ト
が
最
も
高
い
チ
ー
ム
に
与

え
ら
れ
る
日
本
自
動
車
部
品

工
業
会
会
長
賞
、
全
て
の
静

的
・
動
的
審
査
に
参
加
し
完

遂
・
完
走
し
た
チ
ー
ム
に
与

え
ら
れ
る
日
本
自
動
車
工
業

会
会
長
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
車
両
の
完
成
度
の
高
さ

が
評
価
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

電
気
電
子
工
学
科
４
年

（
平
栗
研
究
室
）
の
福
山
英

亮
さ
ん
が
７
月
４
日
、
電
子

情
報
通
信
学
会
の
通
信
方
式

研
究
会
若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン
優

秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。
受

賞
論
文
名
は
「
機
械
学
習
に

よ
る
植
物
の
果
実
や
花
の
識

別
の
た
め
の
特
徴
量
の
検

討
」。

　

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
顔
認
識
技

術
は
進
歩
が
著
し
く
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
広
く

採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究

で
は
、
画
像
認
識
に
有
効
と

さ
れ
る
畳
み
込
み
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｎ

Ｎ
）
を
用
い
て
ト
マ
ト
の
花

と
実
の
識
別
に
関
す
る
機
械

学
習
を
繰
り
返
し
行
い
、
認

識
精
度
向
上
の
検
討
と
評
価

を
行
っ
た
。
機
械
学
習
の
繰

り
返
し
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を

蓄
積
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
、

こ
れ
ま
で
人
間
の
感
覚
や
経

験
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
作

業
の
再
現
を
目
指
す
。
こ
の

技
術
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

ド
ロ
ー
ン
が
人
間

に
代
わ
っ
て
農
作

業
を
行
う
な
ど
、

農
業
分
野
全
般
へ

の
幅
広
い
応
用
が

期
待
で
き
る
。

フォーミュラカーは毎年改良が加えられ、新たに製作される

一
・
は
じ
め
に

　

第
52
期
決
算
、
第
53
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
公
開
し
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
。

　

２
０
１
８
年
度
に
本
学
が

行
っ
た
主
な
事
業
等
は
左
記

の
通
り
。

○
５
号
館
多
目
的
講
義
棟
完

成
　

学
園
創
立
１
１
０
周
年
、

大
学
設
立
50
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
旧
食
堂
跡
地
に
完

成
し
た
。
７
階
建
建
物
の

１
、
２
階
を
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
し
、

２
ケ
所
の
大
教
室
も
設
置
さ

れ
た
。
３
～
６
階
は
８
つ
の

教
室
エ
リ
ア
、
最
上
階
の
７

階
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
多
人
数
の
会
議
・
行
事

等
に
利
用
が
で
き
る
空
間
と

な
っ
て
い
る
。

○
大
型
設
備
導
入

　

応
用
化
学
科
に
、
固
体
表

面
多
元
素
精
密
分
析
を
行
う

光
電
子
分
光
装
置
を
導
入
し

た
。
ま
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
へ
は
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ

Ｌ
教
育
を
行
う
た
め
、
演
習

室
及
び
ス
タ
ジ
オ
設
備
を
導

入
し
た
。

二
・
２
０
１
８
年
度
決
算
に

つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
す
る
。「
資
金
収

支
計
算
書
」（
別
表
１
）
は
、

当
該
年
度
の
教
育
研
究
等
の

諸
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の

収
入
と
支
出
の
内
容
及
び
支

払
資
金
（
現
預
金
）
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）
は
、
①
教
育
活

動
収
支
②
教
育
活
動
外
収
支

③
特
別
収
支
の
３
つ
の
活
動

に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
分
毎
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営

状
態
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
。「
貸
借
対
照
表
」（
別
表

３
）
は
、
年
度
末
に
お
け
る

財
政
状
態
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
大
学
の
経
営
状
態
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
企
業

会
計
に
お
け
る
損
益
計
算
書

に
相
当
す
る
。

①
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
４
億
５
２
０
０

万
円
の
収
入
超
過
と
な
っ

た
。
主
な
内
訳
は
、
学
生
生

徒
等
納
付
金
61
億
８
２
０
０

万
円
（
予
算
対
比
２
億
９
７

０
０
万
円
増
）、
手
数
料
は

１
億
４
０
０
万
円
、
経
常
費

等
補
助
金
は
４
億
３
９
０
０

万
円
で
あ
っ
た
。
人
件
費
は

30
億
８
５
０
０
万
円
、
教
育

研
究
経
費
は
26
億
６
２
０
０

万
円
、
管
理
経
費
は
８
億
６

２
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

②
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
１
億
７

３
０
０
万
円
支
出
超
過
と

な
っ
た
。
受
取
利
息
配
当
金

収
入
・
借
入
金
等
利
息
支
出

が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

③
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

４
億
４
６
０
０
万
円
の
収
入

超
過
と
な
っ
た
。
こ
の
要
因

は
周
年
事
業
寄
付
に
お
け
る

増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
①
②
③
の
収
入
計
）
は
77

億
４
２
０
０
万
円
、
事
業
活

動
支
出
（
④
⑤
⑥
の
支
出

計
）
は
70
億
１
６
０
０
万

円
。
差
額
で
あ
る
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
７

億
２
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
こ
こ
か
ら
学
校
法
人
の

諸
活
動
を
永
続
的
に
維
持
す

る
た
め
の
基
本
金
組
入
額
３

億
６
５
０
０
万
円
を
差
し
引

い
た
当
年
度
収
支
差
額
は
３

億
６
０
０
０
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
、
堅
調
な
大
学
運

営
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
基

本
金
の
取
崩
は
教
育
研
究
用

機
器
備
品
の
除
却
に
よ
る
も

の
。
尚
、
翌
年
度
繰
越
収
支

差
額
が
１
億
１
０
０
０
万
円

と
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。（
別

表
５
財
務
関
係
比
率
を
参

照
）

三
・
２
０
１
９
年
度
予
算
に

つ
い
て
（
資
金
収
支
予
算

書
）（
別
表
４
）

　

２
０
１
９
年
度
予
算
は
、

収
入
の
部
で
は
、
昨
年
同

様
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
に

つ
い
て
学
生
数
を
厳
し
く
予

測
し
た
予
算
と
し
た
。
補
助

金
は
今
後
も
積
極
的
に
申

請
・
獲
得
を
目
指
し
て
い

く
。
支
出
の
部
で
は
、
消
費

税
増
額
分
及
び
応
用
化
学
実

験
棟
の
建
設
を
見
込
ん
だ
予

算
と
な
っ
た
。

四
・
む
す
び

　

２
０
１
９
年
度
は
新
学
部

学
科
改
組
か
ら
２
年
目
を
迎

え
、
本
学
の
理
念
で
あ
る
実

工
学
教
育
の
継
続
と
更
な
る

実
践
力
を
養
い
、
社
会
貢
献

が
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め

て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
ご
理
解
及
び
ご
支

援
を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
。

 

（
財
務
部
）

（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,885,080 6,182,464 △�297,384
手 数 料 収 入 64,850 104,629 △�39,779
寄 付 金 収 入 510,000 540,050 △�30,050
補 助 金 収 入 450,000 460,667 △�10,667
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 47,990 95,096 △�47,106
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,320 114,075 △�11,755
資 産 売 却 収 入
雑 収 入 126,109 170,425 △�44,316
借 入 金 等 収 入 416,000 416,000
前 受 金 収 入 2,126,488 2,193,321 △�66,833
そ の 他 の 収 入 3,384,271 3,419,836 △�35,565
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�1,319,921 △�1,466,385 146,464
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,334,363 4,334,363
収 入 の 部 合 計 16,127,550 16,564,540 △�436,990

支出の部
人 件 費 支 出 3,157,640 3,096,049 61,591
教 育 研 究 費 支 出 1,771,271 1,675,478 95,793
管 理 経 費 支 出 917,381 717,533 199,848
借 入 金 等 利 息 支 出 35,681 36,227 △�546
借 入 金 等 返 済 支 出 98,420 98,420
施 設 関 係 支 出 3,049,000 3,115,295 △�66,295
設 備 関 係 支 出 847,940 442,475 405,465
資 産 運 用 支 出 1,407,500 1,523,400 △�115,900
そ の 他 の 支 出 907,978 504,856 403,122
予 備 費 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�9,323 △�155,475 146,152
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,844,062 5,510,282 △�1,666,220
支 出 の 部 合 計 16,127,550 16,564,540 △�436,990

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 2019（H31） 2018（H30） 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,970,965 5,885,080 85,885
手 数 料 収 入 69,980 64,850 5,130
寄 付 金 収 入 71,800 510,000 △�438,200
補 助 金 収 入 477,000 450,000 27,000
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 47,340 47,990 △�650
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,035 102,320 △�285
資 産 売 却 収 入
雑 収 入 125,814 126,109 △�295
借 入 金 等 収 入 416,000 △�416,000
前 受 金 収 入 2,236,639 2,126,488 110,151
そ の 他 の 収 入 2,978,758 3,384,271 △�405,513
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,193,321 △�1,319,921 △�873,400
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,510,282 4,334,363 1,175,919
収 入 の 部 合 計 15,397,293 16,127,550 △�730,258

科目 2019（H31） 2018（H30） 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,139,157 3,157,640 △�18,483
教 育 研 究 費 支 出 1,849,692 1,771,271 78,421
管 理 経 費 支 出 890,112 917,381 △�27,269
借 入 金 等 利 息 支 出 35,411 35,681 △�270
借 入 金 等 返 済 支 出 225,650 98,420 127,230
施 設 関 係 支 出 1,044,800 3,049,000 △�2,004,200
設 備 関 係 支 出 503,075 847,940 △�344,865
資 産 運 用 支 出 1,426,585 1,407,500 19,085
そ の 他 の 支 出 644,548 907,978 △�263,429
〔 予 備 費 〕 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�28,401 △�9,323 △�19,078
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,566,663 3,844,062 1,722,601
支 出 の 部 合 計 15,397,293 16,127,550 △�730,258

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） 2018（H30） 2017（H29） 増減

補 助 金/事 業 活 動 収 入 5.7% 7.3% -1.7%
人 件 費 / 経 常 収 入 45.6% 40.6% 5.0%
教 育 研 究 経 費/経 常 収 入 36.8% 32.0% 4.8%
管 理 経 費/経 常 収 入 11.9% 8.1% 3.8%
借 入 金 等 利 息/経 常 収 入 0.5% 0.4% 0.1%
人 件 費/学 生 生 徒 等 納 付 金 49.9% 50.2% -0.3%

（別表３）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 2018（H30） 2017（H29） 増減
固定資産 49,074,673 48,253,989 820,684
��有形固定資産 24,575,209 22,155,841 2,419,368
��特定資産 24,409,554 25,984,735 △�1,575,181
��その他の固定資産 89,910 113,413 △�23,503
流動資産 5,666,934 4,528,966 1,137,968
合������計 54,741,607 52,782,955 1,958,651

負債の部
科目 2018（H30） 2017（H29） 増減

負債の部 8,722,819 7,489,499 1,233,319
��固定負債 5,654,050 5,475,163 178,887
��流動負債 3,068,769 2,014,336 1,054,433
合������計 8,722,819 7,489,499 1,233,319

純資産の部
科目 2018（H30） 2017（H29） 増減

基本金 45,908,079 45,948,127 △�40,047
翌年度繰越収支差額 110,708 △�654,671 765,379

合������計 46,018,788 45,293,456 725,332
負債及び純資産の部合計 54,741,607 52,782,955 1,958,651

※注：�千円単位等で表示する際に単位未満を四捨五入しているため、�
端数調整のための差異が生じる場合があります。

（別表２）事業活動収支計算書� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科��������目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 5,885,080 6,182,464 △�297,384
手数料 64,850 104,629 △�39,779
寄付金 53,000 70,161 △�17,161
経常費等補助金 424,000 439,149 △�15,149
付随事業収入 47,990 95,096 △�47,106
雑収入 126,109 170,458 △�44,349
教育活動収入計　　　　　① 6,601,029 7,061,957 △�460,928

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 3,235,640 3,085,266 150,374
教育研究経費 2,712,271 2,662,164 50,107
管理経費 1,053,781 862,371 191,410
徴収不能額等
教育活動支出計　　　　　④ 7,001,692 6,609,801 391,891
教育活動収支差額 △�400,663 452,155 △�852,818

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 102,320 104,652 △�2,332
その他の教育活動外収入 58,000 58,000
教育活動外収入計　　　　② 160,320 162,652 △�2,332

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 35,681 36,227 △�546
その他の教育活動外支出 655,400 299,947 355,453
教育活動外支出計　　　　⑤ 691,081 336,174 354,907
教育活動外収支差額 △�530,761 △�173,522 △�357,239
経常収支差額 △�931,424 278,633 △�1,210,057

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額
その他の特別収入 483,000 517,552 △�34,552
特別収入計　　　　　　　③ 483,000 517,552 △�34,552

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 30,000 70,853 △�40,853
その他の特別支出
特別支出計　　　　　　　⑥ 30,000 70,853 △�40,853

特別収支差額 453,000 446,698 6,302
〔予備費〕 100 100
基本金組入前当年度収支差額 △�578,424 725,332 △�1,303,756
基本金組入額合計 △�883,360 △�365,000 △�518,360
当年度収支差額 △�1,461,784 360,332 △�1,822,116
前年度繰越収支差額 △�654,671 △�654,671
基本金取崩額 405,047 △�405,047
翌年度繰越収支差額 △�2,116,455 110,708 △�2,227,163
（参考）
事業活動収入計 7,244,349 7,742,160 △�497,811
事業活動支出計 7,722,873 7,016,828 706,045
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 6,761,349 7,224,609 △�463,260

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況

第
52
期
決
算
・
第
53
期
予
算

飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
で

空
中
に
通
信
網
を
構
築
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『
＃
み
や
し
ろ
ま
ち
』

で
宮
代
町
を
Ｐ
Ｒ

宮代町
だより

221号

　

宮
代
町
の
公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
町
の
い
い
と
こ
ろ
、
日

本
工
業
大
学
の
い
い
と
こ

ろ
を
、
も
っ
と
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

そ
ん
な
思
い
を
『
＃
み
や

し
ろ
ま
ち
』
を
つ
け
て
つ

ぶ
や
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が
つ
い
た

ツ
イ
ー
ト
を
町
が
リ
ツ

イ
ー
ト
し
ま
す
！　
　

　

宮
代
の
気
に
入
っ
て
い

る
風
景
を
撮
っ
て
ツ
イ
ー

ト
す
る
も
良
し
、
宮
代
の

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
を
ツ

イ
ー
ト
す
る
も
良
し
！
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
で
新

し
い
町
の
魅
力
を
、
動
画
・

写
真
で
紹
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
！

▼
「
ウ
ィ
ス
キ
ー

を
水
で
わ
る
よ
う

に
言
葉
を
意
味
で

わ
る
わ
け
に
は
、

い
か
な
い
」
と
は

戦
後
詩
の
代
表
的

存
在
、
田
村
隆
一

の
詩
「
言
葉
の
な
い
世
界
」

の
一
節
で
あ
る
。
▼
最
近
、

言
葉
の
軽
さ
を
感
じ
る
機
会

が
多
い
。
国
を
代
表
す
る
よ

う
な
政
治
家
、
官
僚
は
言
う

に
及
ば
ず
、
日
常
生
活
の
中

で
も
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
よ

う
な
言
葉
と
遭
遇
す
る
。
い

わ
ば
、
軽
薄
の
極
み
、
と
い
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
か
▼
彼
は
全

て
の
言
葉
に
意
味
を
持
た

せ
、
整
合
性
を
与
え
て
み
た

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
何
だ
と

い
う
の
か
、
と
宣
う
。
ま
さ

に
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
水
で
わ
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
か
と
▼
言
葉
は
魂
そ
の

も
の
の
発
露
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
詩
人
な
ら

で
は
の「
言
葉
」へ
の
熱
い
想

い
と
誇
り
が
窺
い
知
れ
る
▼

そ
し
て
、
つ
い
説
明
的
に
走

り
が
ち
な
私
た
ち
の
「
言
葉
」

の
悪
癖
を
厳
し
く
弾
劾
し
て

く
る
か
の
よ
う
だ
▼
こ
れ
か

ら
は
言
葉
を
発
す
る
際
に
こ

の
一
節
を
心
に
刻
ん
で
置
く

こ
と
に
し
た
い
、
と
思
う
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う
か 

【
信
】

編 集 後 記

◆
川
合
耕
一
郎
（
学
生
相
談
室
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
８
／
８
～

８
／
15
）
／
目
的
＝
留
学
生
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
考
案
、
危
機
介
入
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
た
め

◆
大
橋
裕
太
郎
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
８
／
11
～
８
／
15
）
／
目

的
＝
Ａ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

研
究
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
辻
村
泰
寛
教
授
（
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
８
／
12
～
８
／
14
）
／
目
的
＝

第
15
回
国
際
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

研
究
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
辻
村
泰
寛
教
授
（
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
８
／
14
～
８
／
17
）
／
目
的
＝

２
０
１
９
年
度（
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ａ
ｄ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ

ｎ
ａ
ｄ
ａ
）に
関
す
る
打
合
せ

◆
佐
藤
弘
康
准
教
授
（
共
通
教
育

学
群
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス
・

チ
ェ
コ
（
８
／
26
～
９
／
８
）
／

目
的
＝
情
報
の
幾
何
学
に
関
す
る

会
議
、
微
分
幾
何
学
と
そ
の
応
用

に
関
す
る
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
）
／
出
張
先
＝
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
（
９
／
４
～
９
／
８
）
／

目
的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
第
４
回
先
進
交

通
工
学
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
９
／
８
～
９
／
15
）
／
目
的
＝

第
23
回
国
際
音
響
会
議
に
お
け
る

研
究
発
表

◆
神
雅
彦
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス
（
９
／
９

～
９
／
13
）
／
目
的
＝
生
産
加
工

研
究
に
関
す
る
国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｍ
Ｒ
）
２
０
１
９
に
出
席

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／
13
～
９

／
19
）
／
目
的
＝
中
国
衢
州
中
等

専
業
学
校
に
お
け
る
留
学
生
別
科

入
学
試
験
の
実
施
と
学
生
募
集
活

動
な
ど

◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育
学
群
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／
13
～
９

／
19
）
／
目
的
＝
同
前

◆
張
暁
友
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／
13
～
９

／
14
・
９
／
18
～
９
／
19
）
／
目

的
＝
中
国
浙
江
省
台
州
科
技
職
業

学
院
と
の
学
生
募
集
に
関
す
る
協

定
締
結
の
打
合
せ
な
ど

◆
張
暁
友
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／
15
～
９

／
17
）
／
目
的
＝
第
19
回
応
用
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
メ
カ
ニ
ク
ス
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
９
／
15
～
９
／
20
）
／
目
的
＝

第
２
回
人
間
シ
ス
テ
ム
工
学
と
デ

ザ
イ
ン
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
望
月
孝
助
手
（
機
械
実
工
学
教

育
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
ド
イ

ツ
（
９
／
15
～
９
／
21
）
／
目
的

＝
欧
州
国
際
工
作
機
械
見
本
市
視

察
及
び
企
業
視
察

◆
神
雅
彦
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／
26
～
９

／
29
）
／
目
的
＝
岡
本
工
機
株
式

会
社
中
国
工
場
に
て
研
究
打
合
せ

◆
高
橋
陽
子
講
師
（
留
学
生
別
科
）

／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム
（
10
／
４

～
10
／
７
）
／
目
的
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
主
催
日
本
留
学
フ
ェ
ア
に
お
け

る
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム
（
10
／
５

～
10
／
９
）
／
目
的
＝
ハ
ノ
イ
に

お
け
る
学
生
募
集
活
動　

現
地
高

校
、
日
本
語
学
校
訪
問

◆
加
藤
史
仁
准
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス
（
10

／
５
～
10
／
11
）
／
目
的
＝
超
音

波
技
術
に
関
す
る
国
際
会
議
で
の

研
究
発
表

◆
池
添
泰
弘
教
授
（
応
用
化
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
11
～
10

／
14
）
／
目
的
＝
国
際
磁
気
科
学

会 

Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
２
０
１
９
に
お
け

る
研
究
発
表

◆
伴
雅
人
教
授
（
応
用
化
学
科
）

／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
10
／
12
～
10
／
18
）
／
目
的
＝

組
織
工
学
と
再
生
医
療
・
ア
ジ
ア

バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
学
会
で
の
研

究
発
表

◆
丹
澤
祥
晃
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
21
～
10

／
25
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

（
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
会
議
）

２
０
１
９
に
お
け
る
研
究
発
表

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
24
～
10
／
27
）
／
目
的
＝

第
８
回
制
御
自
動
化
お
よ
び
情
報

科
学
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
け

る
研
究
発
表

◆
頼
俊
仰
協
力
研
究
員
（
佐
々
木

誠
研
究
室
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
10
／
24
～
11
／
４
）
／
目
的
＝

超
高
層
住
宅
の
孤
立
居
住
問
題
に

対
す
る
計
画
・
管
理
手
法
に
関
す

る
調
査
お
よ
び
南
機
場
国
営
集
合

住
宅
団
地
の
空
間
活
用
に
関
す
る

調
査

◆
佐
々
木
誠
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
台
湾
（
10
／
25
～
11

／
１
）
／
目
的
＝
超
高
層
住
宅
の

孤
立
居
住
問
題
に
対
す
る
計
画
・

管
理
手
法
に
関
す
る
調
査

◆
竹
村
暢
康
准
教
授
（
電
気
電
子

通
信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
27
～
10
／
31
）
／
目
的
＝

２
０
１
９
年
ア
ン
テ
ナ
・
伝
搬
に

関
す
る
国
際
会
議
に
お
け
る
研
究

発
表

◆
高
瀬
浩
史
教
授
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ス
ラ

エ
ル
（
11
／
２
～
11
／
９
）
／
目

的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ク
ロ
波
お
よ

び
通
信
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お

け
る
研
究
発
表

◆
吉
田
清
教
授
（
電
気
電
子
通
信

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト

リ
ア
（
11
／
11
～
11
／
17
）
／
目

的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｃ
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｔ
Ｃ
94
国
際
会
議
へ
出
席

◆
山
口
剛
講
師
（
共
通
教
育
学
群
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
11
／
13
～

11
／
18
）
／
目
的
＝
（
北
米
を
中

心
と
し
た
）
基
礎
心
理
学
会
第
60

回
年
次
大
会
で
の
研
究
発
表

◆
進
藤
卓
也
助
教
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
マ
レ
ー

シ
ア
（
12
／
１
～
12
／
７
）
／
目

的
＝
２
０
１
９
年
非
線
形
理
論
と

そ
の
応
用
に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
い
て
研
究
発
表

【
任
命
】（
10
月
１
日
付
）

◆
教
務
部
長　

辻
村
泰
寛
教
授

◆
学
生
支
援
部
長　

竹
内
貞
雄
教

授◆
教
育
研
究
推
進
室
長　

神
雅
彦

教
授

◆
基
幹
工
学
部
長　

吉
野
秀
明
教

授◆
先
進
工
学
部
長　

辻
村
泰
寛
教

授◆
建
築
学
部
長　

足
立
真
教
授

◆
基
幹
工
学
部
電
気
電
子
通
信
工

学
科
長　

吉
田
清
教
授

◆
先
進
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
工

学
科
長　

石
原
次
郎
教
授

◆
建
築
学
部
建
築
学
科
長　

三
坂

育
正
教
授

◆
工
学
部
も
の
づ
く
り
環
境
学
科

長　

丹
澤
祥
晃
教
授

◆
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
長

吉
田
清
教
授

◆
工
学
部
情
報
工
学
科
長　

石
原

国
外
出
張

工
学
研
究
科
　
秋
季
修
了
生

人
事
異
動

大
阪
万
博「
太
陽
の
塔
」

仮
想
現
実
の
技
術
で
蘇
る

鮮
や
か
な
デ
ジ
タ
ル
映
像
が

夜
の
親
水
公
園
を
彩
る

駐
輪
場
の
活
用
プ
ラ
ン
で

地
域
活
性
化
に
協
力

　

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
フ
ィ
ジ
カ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
工

房
で
は
昨
夏
、
岡
本
太
郎
美

術
館（
川
崎
市
）の
依
頼
で
、

Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）作
品
「
甦

れ
‼
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
～
太
陽
の
塔
～
」
を
制

　

旧
日
光
街
道
宿
場

町
の
面
影
を
残
す
春

日
部
市
。
８
月
２
日

か
ら
４
日
に
催
さ
れ

た
地
域
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
「
ゆ
か
た
ｄ
ｅ

ナ
イ
ト
２
０
１
９
」

に
お
い
て
、
情
報
工

学
科
大
山
研
究
室
の

学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
作
品
を
披
露
し
た
。

　

古
利
根
川
親
水
テ
ラ
ス
に

設
け
ら
れ
た
会
場
で
は
「
見

慣
れ
て
い
る
公
園
橋
周
辺
が

デ
ジ
タ
ル
で
異
世
界
に
！
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

蔵
の
壁
に
人
の
動
き
に
応
じ

て
反
応
す
る
作
品
「
華
火
」、

川
岸
の
石
壁
に
は
色
鮮
や
か

な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
動
く
作

品
「
壁
の
中
」
が
投
影
さ

れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
々
を

楽
し
ま
せ
た
。

　

建
築
学
科
の
佐
々

木
研
究
室
と
木
下
研

究
室
は
２
０
１
７
年

か
ら
埼
玉
県
の
春
日

部
市
都
市
計
画
課
と

と
も
に
、
市
内
中
心

地
域
の
景
観
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
の
作
成

と
実
現
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

家
具
販
売
大
手
の
匠
大
塚

春
日
部
本
店
駐
輪
場
を
休
憩

所
と
し
て
活
用
し
、
遊
休
空

間
で
商
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
出
店
機
会
の
提

供
と
新
た
な
創
業
者
を
発
掘

す
る
こ
と
で
、
商
店
街
や
地

域
の
活
性
化
を
目
指
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
同
市
主
催

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
い
て
、
団
体
賞
と

春
日
部
商
工
会
議
所
・
春
日

作
し
、好
評
を
得
た
。こ
れ
を

さ
ら
に
改
良
し
た
作
品
が
８

月
３
日
か
ら
12
日
に
か
け
て

同
美
術
館
で
公
開
さ
れ
た
。

　

今
年
は
情
報
工
学
科
４
年

の
岡
崎
有
翔
さ
ん
、
３
年
の

鶴
水
幹
也
さ
ん
が
制
作
の
中

心
と
な
り
、
同
工
房
の
協
力

を
得
て
完
成
。
解

説
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
追
加
、
万
博
当

時
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
採

用
、
登
場
生
物
の

増
加
に
よ
る
迫
力

演
出
の
強
化
と

い
っ
た
改
良
が
加

え
ら
れ
た
。
期
間

中
、
２
０
０
０
名

近
い
来
館
者
が
仮

想
世
界
の
中
で
太

陽
の
塔
を
体
験
し
、

好
評
を
博
し
た
。

部
市
商
店
会
連
合
会
賞
を
受

賞
し
た
。

　

活
動
は
月
１
回
程
度
で
、

今
回
は
７
月
下
旬
、駐
輪
場

を
囲
っ
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
の

撤
去
と
藤
棚
の
手
入
れ
を

行
っ
た
う
え
で
、大
学
の
演
習

で
用
い
た
材
木
か
ら
製
作
し

た
ベ
ン
チ
を
設
置
。地
域
住
民

に
対
し
、今
後
の
駐
輪
場
活

用
方
法
の
必
要
性
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
博
士
前
期
課
程

【
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
】
安
楽
飛
伽

●
博
士
後
期
課
程

課
程
博
士

【
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
】

佐
藤
英
児

［
論
文
題
目
］
超
音
波
振
動

に
よ
る
電
極
用
銀
ペ
ー
ス
ト

の
物
理
的
特
性
の
変
化
お
よ

び
そ
の
応
用
に
関
す
る
研
究

［
経
歴
］
昭
和
43
年
７
月
25

日
生
。
平
成
28
年
４
月
本
学

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
入
学
。
令
和
元
年
９
月

修
了
。

［
指
導
教
授
］
神
雅
彦

来館者がゴーグルを装着し、仮想現実の世界を体験

フェンスの撤去作業を行う学生たち

川辺の壁に投影された作品「壁の中」

夏のものづくり体験教室を実施

　小中高の児童・生徒とその保護者を
対象としたものづくり体験教室が夏休
み期間中に開催され、学部および共通
教育学群の教員と学生が指導にあたっ
た。理科や工業技術への興味喚起を目
的とした講義、実験、実習、製作など

バラエティに富んだプログラムが用意さ
れた。参加した子供たちにとっては、夏
休みの自由研究のテーマとして最適であ
り、大学キャンパスで大学教員から指
導を受けられる貴重な機会とあって、各
イベントとも定員を超える応募があった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数

化学・環境・バイオサイエ
ンススクール 化学・環境・バイオに関する実験の体験 � 7/24（水） 18名

中学生科学教室 「『電気と磁気の共演』永久ゴマの製作」
電池不要のラジオ製作 � 7/27（土） 16名

加須市少年少女発明クラブ　
ロボット講座 光に追従する小型ロボットの製作 � 8/� 2（金） 36名

親子ものづくり教室（2部制） LED電子サイコロ制作など5テーマ � 8/� 3（土） 82組

関東地区リフレッシュ理科教室 面白実験実演と体験、理科工作 � 8/24（土） 47名

200名の子供たちが科学の基礎を体験

親子ものづくり教室で電子オルゴールを製作 サイエンススクールで化学実験

次
郎
教
授

◆
工
学
部
建
築
学
科
長　

三
坂
育

正
教
授

◆
工
学
部
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

科
長　

足
立
真
教
授

◆
共
通
教
育
学
群
長　

佐
藤
杉
弥

教
授

◆
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

室
長
兼
担　

吉
野
秀
明
教
授

◆
Ｉ
Ｒ
室
長
兼
担　

吉
野
秀
明
教

授◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

池
添
泰
弘
教
授

◆
留
学
生
別
科
主
任　

八
木
田
浩

史
教
授

◆
学
生
相
談
室
長　

川
合
耕
一
郎

◆
教
務
部
長
補
佐　

大
橋
裕
太
郎

准
教
授

◆
教
務
部
長
補
佐　

秋
元
俊
成
准

教
授

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

小
山
将

史
准
教
授

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

松
浦
隆

文
准
教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
補
佐

服
部
邦
彦
教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
補
佐

勝
木
祐
仁
准
教
授

◆
Ｉ
Ｒ
室
長
補
佐　

山
口
剛
講
師

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
環
境
共
生

シ
ス
テ
ム
学
専
攻
長　

伴
雅
人
教

授◆
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
長　

飯
塚
完
司
教

授◆
鈴
木
史
朗
財
務
課
長
補
佐

◆
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

サ
ー　

沖
田
次
朗
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
主
任

【
配
置
換
】

◆
田
中
瑞
樹
入
試
室
員
→
学
生
支

援
課
に
異
動

◆
中
村
久
美
子
Ｉ
Ｒ
室
員
→
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
事
務
課
に
異
動

【
解
任
】（
９
月
30
日
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

成
田
健
一
学
長

◆
環
境
化
学
ラ
ボ
所
長
兼
担

大
澤
正
久
教
授

◆
津
留
広
明
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
主
任
→
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
サ
ー
を
解
く

東
京
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
火
災
事

故
に
関
し
、
社
会
的
、
道
義
的
責

任
に
鑑
み
次
の
と
お
り
処
分
す

る
。

成
田
健
一
学
長　

減
給
（
令
和
元

年
度
役
員
報
酬
の
50
％
相
当
額
）

学
内
処
分


